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論 文 内 容 の 要 旨 
 近年、顧客価値観の多様化、製品ライフサイクルの短縮化、情報技術の高度な発展、環境問題への対応、グ
ローバル化の進展などに伴い、品質管理と管理会計に対して新たな問題が提起されている。本論文は、日米中
の製造業を念頭に、戦略的品質コストマネジメントシステムの構築を試みるものである。本論文は序章と結章
を含めて７章からなる。 
 第１章では、品質管理活動の史的発展を日米比較によって明らかにしようとした。品質管理は、アメリカの
製造工程において統計的手法の導入から始まり、日本において、全部門、全階層、全員参加のTQCとして開花
した。そして、1980年代にアメリカに逆輸入され、経営品質の向上を目的とするTQMへと発展したといえる。 
 第２章では、品質コスト概念の発展過程を明らかにするとともに、品質コストマネジメントに関する日米の
比較分析を行った。アメリカでは、品質コストを媒介として、従業員に対する動機付けとして重要視されたの
に対し、日本では生産段階では製品そのものの品質とコストとのバランスが重視され、品質管理活動に関する
コストである品質コストによって管理されることは少なかった。さらに、品質機能展開（QFD）や原価企画など、
製品の開発段階における管理手法が活用されるため、生産現場での品質管理会計に対する関心は極めて薄かっ
た。 
 第３章では、アメリカにおける品質管理会計の手法であるPAFアプローチの概要と問題点について検討した。
これは、品質活動の性格によって分類された予防活動、評価活動、内部失敗活動と外部失敗活動ごとにコスト
要素を分類し、評価する仕組みである。その上で、第４章では、1980年代以降において開発された活動基準原
価計算（ABC）を品質コストマネジメントに用いることの是非について考察した。 
 第５章では、日米欧を中心とする多国籍企業が多く進出しており、経営管理システムのハイブリッド化が進
んでいる中国における品質管理・原価管理の歴史について、邯鄲鉄鋼集団公司、上海VW、海爾（ハイアール）
の事例を取り上げながら検討した。中国企業は、1980年代に入ってそれまでソ連から導入した国営企業の指令
式管理方式を放棄し、代わりに日米などの先進工業国の品質管理と管理会計の技法を導入し始めた。世界レベ
ルで競争を行っている企業を除いて、現段階では、品質管理と原価管理は経営管理の両輪であるという重要性
が充分に認識されているとはいえないが、今後、諸外国の優れた技法を吸収し、中国の社会と企業に根ざした
中国的管理会計システムを確立させることが急務である。 
 結章では、本論文の総括を行った上で、戦略的品質コストマネジメントシステムのフレームワークを提示し
ている。社会的価値連鎖を重視し、Q・C・D・S・M・E（品質、コスト、納期、安全性、モラール、環境）の同
時的達成をはかるための仕組み、組織間学習と信頼の構築のあり方やQFDと原価企画との融合などがその構成
要素である。 
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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本論文は、アメリカ・日本・中国における品質管理と原価管理との関係性を歴史的に考察し、戦略的品質コ
ストマネジメントシステムの構築を試みるものである。序章と結章を含めて７章からなる。 
 第１章では、品質管理活動の歴史的発展過程の日米比較研究によって、経営品質の向上を目的とするTQMへ
の発展プロセスを明らかにした。 
 第２章では、アメリカにおいて品質管理のコストである「品質コスト」を媒介として従業員に対する動機づ
けとして重要視されたのに対し、日本では生産段階では製品の品質とコストとのバランスが重視され、「品質コ
スト」という統合的な指標によって管理されることはほとんどなかったこと、さらに、日本では品質機能展開
（QFD）や原価企画など、上流段階における管理手法が活用される傾向が強かったことを跡づけた。 
 第３章では、品質活動の性質によって分類された予防活動、評価活動、失敗活動ごとにコスト要素を分類し、
評価する仕組みであるPAFアプローチの特徴と問題点について検討した。 
 第４章では、1980 年代以降において開発された活動基準原価計算（ABC）を品質コストマネジメントに用い
ることの是非について検討を加えた。 
 第５章では、欧米日を中心とする多国籍企業が多く進出しており、経営管理システムのハイブリッド化が進
んでいる中国における品質管理の展開過程を分析している。中国企業は、1980年代に入ってそれまでソ連から
導入した国営企業の指令式管理方式を放棄し、その一方で日米などの先進工業国の品質管理と管理会計の技法
を導入し始めたとしながらも、諸外国の優れた品質および原価管理システムを吸収し、中国の社会と企業に根
ざした中国的管理システムの確立が急務であると結論づけた。 
 終章では、これまでの考察を前提として、社会的価値連鎖を重視しながらも、品質、コスト、納期、安全性、
モラール、環境などの同時的達成をはかるための戦略的品質コストマネジメントシステムのフレームワークを
提示し、構成要素として、組織間学習と信頼の構築のあり方やQFDと原価企画との融合などをあげている。 
 本論文の貢献は、日米中の品質管理と原価管理に関する文献検索やインタビューを行い、両者の関連性につ
いて詳細に検討したうえで、グローバルな状況にも対応するための統合的フレームワークを志向しているとこ
ろにある。 
 しかしながら、日米中の特徴、とりわけ日本企業の開発など上流プロセスへの遡及の詳細やその理由につい
てより詳細な考察が求められる。 
 とはいえ、こうした点は今後の研究で期待できるものと判断し、審査員一同は、本論文が博士（経営学）の
学位を受けるに値するものとする。 
 
